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◆その時は・・・

江戸に生きた蔦屋重三郎を主人公とした大河ド

ラマ「べらぼう〜蔦重栄華乃夢噺」が終わりました。

重三郎は寛政９年５月６日に亡くなっていますが、

最後の日の言葉は史実に基づき次のようであった

とされています。

「自分は今日の午の刻に死ぬだろう」

実際には午の刻よ

り数時間遅い夕方に

亡くなったと記録され

ているようです。

脚気を患い、死期を

悟っていたというもの

の、一般的にはこのような臨終を迎えることは難し

いことです。

今月初旬の掲示板です。

重三郎にとってのその日も、急であったと言えな

くないですが、それでも特異なことでしょう。

多くの人にとって、この詩の冒頭部分は共感でき

るのではないでしょうか。

我が実父母とも、要介護の暮らしで、覚悟はして

いたものの、その時は突然やってきました。

父とは普段と同じように「おやすみ」と声かけを

し、次の日は同じように一日を過ごすであろうと思

っていました。でも・・・。

母は施設で暮らしていました。意思疎通もままな

らず、食事を自身で口に運ぶこともできませんでし

たが、大きな心配事なく過ごしていました。でも・・・。

今年も檀家様、知人、友人などとの別れがありま

した。ご親族の多くから、やはりその時は突然やって

きたとお聞きしました。

今月中旬の掲示板です。

生身の人間同士が、顔を合わせたり、声を交わし

あったりすることはとても大切なこと。でも亡くなって

からも関係が切れるわけではありません。

特に親子はいつまで経っても、どんなに歳を重ね

ても親であり子です。親の支えを感じるという言葉

に違和感はありません。吉行和子さんが感じられた

出来事は、ご著書にゆずるとしますが、残された言

葉は理解できます。

さらにいえば、亡くなってからの方がいつでもど

こでも会うことができると言ってもよいと思います。

生死を超えて、人と人の出逢いを大切にしたいも

のです。


